
税理士 相続税法
レギュラー通信講座

平成27年の改正で、相続税の申告対象者が増加！ 
実務上もより重要な科目になりました。
相続税は人の死亡により、配偶者や子などの相続人等に財産が承継される際に課される税金です。
クレアールでは、相続税・贈与税の基本的な計算ルールは年内にインプット。
年明けからはアウトプットの訓練を行い答案作成力を磨きます。

●受講料 学習スタイル 一般価格

Web通信 185,000円

教育訓練給付制度 指定番号

136811810040
●入学金は不要です。
●教材費・消費税は、受講料に含まれています。
●講座内容、受講料等についての詳細は、お問い合せください。
●当コースは、厚生労働省指定の教育訓練給付制度対象講座です。
受講料の一部が国から支給されます。
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● ガイダンス（本試験について学習内容と法律体系/学習方法［理論・計算］相続税法の概要）
● 民法-相続、遺贈及び贈与の意義
● 承認と放棄
● 民法-相続人の概要
● 民法-代襲相続人
● 民法-相続分概要
● 相続税法上の相続人
● 相続税法の総額の計算
● みなし相続
● 相続税の非課税財産

● 税額確定手続の原則
● 相続税の期限内申告
● 還付を受けるための
　 相続税の申告
● 宅地の評価
● 贈与税の期限内申告
● 相続税及び贈与税の
　 納税地
● 期限後申告

● 修正申告
● 未分割遺産に対する
　 課税
● 更正の請求
● 更正及び決定
● ゴルフ会員権の評価
● 貸付金債権の評価
● 受取手形の評価
● 延納

● 物納
● 上場株式の評価
● 非上場株式等の相続税の
　 納税猶予
● 農地の評価
● 山林の評価
● 構築物の評価
● 動産の評価
● 家屋の附属設備の評価

● 農地等の相続税の納税猶予
● 年金により支払を受ける場合
● みなし相続・遺贈財産（定期金等）
● 山林等の相続税の納税猶予
● 特定計画山林の課税価格の計算の特例
● 取引相場のない株式の評価
● 相続時精算課税に係る贈与税の
　 申告内容の開示等
● 連帯納付の義務

● 税制改正
● 直前答練
● 公開模擬試験
● 最終講義
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● 債務控除
● 算出相続税額の計算
● 生前贈与加算
● 配偶者の税額軽減
● 未成年者控除
● 相続税の外国税額控除
● 贈与税の納税義務者と
　 課税財産の範囲
● 贈与税額の計算（暦年課税） 3回 3回
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● みなし贈与・遺贈財産
● 贈与税の非課税財産
● 贈与税の配偶者控除
● 贈与税の外国税額控除
● 相続時精算課税制度
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相続税法（計算）の学習内容は、大きく分けて３分野
●民法…「相続」とは何か？ 「相続人」は誰か？ など相続の基本となる用語を学習します。
●税額計算…相続税法は「相続税」と「贈与税」という２つの税について定めています。相続税額・贈与税額の算出方法について学習します。
●財産評価…相続税額・贈与税額の計算の基となる財産の評価方法を学習します。
簿記の知識は基本的に必要ありませんので、税理士試験初学者の方も学習可能です！

【答練】のポイント  全15回の答練で総合問題を完全マスター！
基礎答練はテキストの内容が理解できているかの確認が中心ですが、応用答練、直
前答練と進んでいくに従い、問題量も難易度も上がっていきます。本試験では制限
時間内で解くことが難しい量が出題される傾向にありますので、少しずつステップ
アップしていくことで、無理なく本試験レベルの問題に対応することができます。

【解法マスター講義】のポイント
●基礎期・応用期…テーマを決めて、総合問題を効率よく解く方法について解
説をいたします。
●直前期…受講生の方が苦手とされる応用理論・事例形式の理論について、効
率的な解答を作ることができるよう個別理論を横断的に確認していきます。

【応用期】のポイント
●計算…各人が取得した財産の評価を中心に学習します。
●理論…申告や納付などの手続きに関する理論が中心とな
ります。苦手とされる受講生の方が多い分野ですので、条
文の内容理解を徹底的に行います。

【直前期】のポイント
●計算…直前期は基礎期・応用期で身に着けた知識を本試験
で使える力へレベルアップさせるための講義となります。
●理論…個別理論をパワーアップさせて、本試験での応用理
論・事例形式問題の解答が作成できるようになります。

【基礎期】のポイント
●計算…「相続」とは何か？「相続人」は誰か？など相続の基本となる「民法」を学習します。その後、相続税額・
贈与税額の計算の一連の流れをマスターしていきます。
●理論…相続税額・贈与税額を計算する場合の規定について学習します。原則計算の論点と一緒の理論を学習
することで、計算×理論による理解の相乗効果が生れるようなカリキュラムとなっています。

【使用教材】

テキストと連動 重要かつ必要な論点に限定(150問)A B C

個別計算問題集
A
B

C

テキストで学習した内容と連動していますので、繰り返し
解くことで知識の定着が可能です。スラスラ解けるように
なるまで、繰り返し解いてください。

働きながら学習される方にも継続しやすいよう、最重
要項目に限定しています。

民法・税額計算・財産評価
のテーマごとに論点をコン
パクトに分類

A

A

B

C

D

テキスト

A

学習した内容を問題形式で確認する
ことで、理解が深まります。

計算パターンをマスターすることで、
計算問題を効率的に解答することが
できます。

例題を多く掲載

解答作成上必要になる、計算パ
ターンや記載方法の記入例の
明示

個別計算問題集の該当
問題の指示

B

C

D

暗記しやすいようにコンパクト
な文章
各項目のタイトルごとに重要度
に応じてランク付け

B

C

各理論のタイトルに★または★★を付
け、タイトルに関する理論がその理論の
中でも中心的かつ重要なものであること
を示しています。

条文を読む上で注意
すべき用語の解説付

個別問題中心形式での出題(基礎期・応用期／60問前後)A

D

理論問題集

A

B C

D

理論問題集は相続税法や租税特別措置法等の法律の条文が基となっ
ています。理論暗記の際に、その理論問題（条文）において、キーワード

となる用語や言い回し、書きもらしてはいけない一文などを赤字で記載して
います。この赤字となっている部分は、皆さんが理論暗記される際はできる限り原
文のまま暗記するようにしてください。答練等で理論問題を出題した際もこのキー
ワードとなる部分が正しく記載できているか否かで得点に差がついてきます。

理論問題集が
2色刷り
になりました！

・相続税法テキスト
・相続税法個別計算問題集
・相続税法理論問題集
・相続税法総合計算問題集

目次・チェックリスト

66時間 57時間

35時間

教育訓練給付金対象講座


